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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

レ
ダ
は
青
年
研
修
の
最
適
地
！

三
月
十
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
、
Ｇ
Ｐ
Ａ(
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の
青
年
と
そ
の
指
導
者
の
一
行
が
レ
ダ
基
地
を
訪

れ
、
充
実
し
た
体
験
学
習
を
し
て
行
き
ま
し
た
。
Ｇ
Ｐ

Ａ
隊
が
初
め
て
レ
ダ
基
地
で
研
修
を
行
っ
た
の
は
、
二

〇
一
七
年
二
月
。
今
回
は
三
度
目
に
な
り
ま
す
。

研
修
生
た
ち
は
、
ま
ず
先
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
マ

リ
ア
エ
レ
ナ
村
で
、
前
も
っ
て
当
会
現
地
法
人
が
造
っ

て
お
い
た
、
学
校
周
囲
の
柵
の
下
部
に
レ
ン
ガ
を
積
む

作
業
や
、
食
堂
の
壁
画
描
き
な
ど
の
奉
仕
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
も
、
各
メ
ン
バ
ー
に

と
っ
て
忘
れ
が
た
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

現
地
で
諸
般
の
準
備
に
奔
走
し
た
佐
野
道
准
氏
は
言

い
ま
す
。
「
マ
リ
ア
エ
レ
ナ
村
は
、
先
住
民
の
村
の
中

で
も
特
に
貧
し
い
村
で
す
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
ア
メ
リ

カ
と
い
う
最
高
度
に
発
達
し
た
文
明
社
会
か
ら
来
て
、

青
年
た
ち
も
相
当
に
衝
撃
を
受
け
た
よ
う
で
し
た
。
壊

れ
か
け
た
よ
う
な
ヤ
シ
の
丸
木
で
建
て
た
あ
ば
ら
家
に

み
ん
な
住
ん
で
い
る
の
で
す
。
青
年
た
ち
に
と
っ
て
深

く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
、
大
き
な
体
験
に
な
っ
た
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
」

そ
し
て
レ
ダ
基
地
に
上
陸
し
て
か
ら
は
、
施
設
見
学
、

タ
ロ
イ
モ
掘
り
と
そ
の
洗
浄
、
パ
ク
ー
の
追
い
込
み
と

内
臓
処
理
、
ヤ
シ
林
の
開
墾
体
験
、
釣
り
、
乗
馬
、
豚

ラ
ン
ド
見
学
、
プ
エ
ル
ト
・
カ
ナ
ン
訪
問
、
等
々
。

こ
れ
だ
け
な
ら
青
年
奉
仕
隊
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
体

験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、
今
回
の
Ｇ
Ｐ
Ａ
は
、
移

動
に
貸
切
の
観
光
船
を
使
っ
た
こ
と
が
画
期
的
で
す
。

ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
パ
ラ
グ
ア
イ
川
を
航
行
し
な
が
ら
、

南
米
に
お
い
て
先
駆
け
歩
ん
だ
諸
先
輩
か
ら
講
義
を
受

け
、
貴
重
な
体
験
談
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
し
て
宿
泊
や

食
事
の
手
配
は
も
と
よ
り
、
天
候
に
左
右
さ
れ
が
ち
な

交
通
手
段
の
確
保
に
関
す
る
心
配
等
を
一
切
す
る
こ
と

な
く
、
す
べ
て
の
計
画
を
遂
行
で
き
た
と
言
い
ま
す
。

「
今
回
二
週
間
青
年
た
ち
と
共
に
過
ご
し
、
彼
ら
が
と

て
も
素
直
で
心
情
的
な
こ
と
が
深
く
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
日
本
の
奉
仕
隊
員
は
余
り
表
現
し
ま
せ
ん
が
、
彼

ら
は
感
謝
を
す
ぐ
言
葉
に
出
し
ま
す
。
」(

次
面
に
続
く)

GPA inLeda

日陽園公館（水一荘）を訪問したＧＰＡ隊員たち。3月11日

養殖池にて、パクーの追い込みと収獲を体験。3月13日 タロイモ掘り。この日の昼食にタロイモ料理。3月13日

アメリカレアと「こんにちは！」3月12日



（
一
面
よ
り
続
く
）
「
最
後
の
日
、
午
前
中
は
全
員
で
最

後
の
釣
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
陸
か
ら
の
釣
り
が
多
か
っ

た
せ
い
か
、
釣
果
は
大
量
の
ピ
ラ
ニ
ア
。
レ
ダ
滞
在
の

最
後
を
飾
る
に
相
応
し
い
も
の
に
は
な
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
夕
方
ア
キ
ダ
バ
ン
が
来
る
前
に
み
ん
な
が
ダ

ン
ス
と
歌
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
目
に

涙
を
浮
か
べ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
午
後
六
時

頃
、
ア
キ
ダ
バ
ン
が
レ
ダ
を
出
港
。
皆
別
れ
を
惜
し
み

な
が
ら
い
つ
ま
で
も
甲
板
で
手
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。
」

「
こ
れ
ま
で
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
と
付
き
合
っ
て
み
て
、

ア
メ
リ
カ
人
は
個
人
的
な
振
る
舞
い
が
多
い
と
い
う
観

念
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
回
の
チ
ー
ム
は
、
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
し
っ
か
り
と
統
制
さ
れ
て
い
て
、
今
ま

で
の
ア
メ
リ
カ
の
青
年
と
い
う
概
念
を
変
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
自
分
に
と
っ
て
も
今
回
の
体
験
は
と
て
も
新

鮮
で
、
心
情
を
洗
わ
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
、
非
常
に

素
直
な
青
年
た
ち
に
大
い
な
る
希
望
を
感
じ
ま
し
た
。
」

マ
リ
ア
エ
レ
ナ
村
に
つ
い
て
「
こ
の
村
は
、
オ
リ
ン
ポ

と
レ
ダ
の
ち
ょ
う
ど
中
間
に
あ
り
、
今
ま
で
全
く
青
年

奉
仕
隊
が
入
っ
た
こ
と
の
な
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
住
民

はT
o
m
a
r
a
j
o

（
ト
マ
ラ
ホ
）
と
い
う
部
族
で
、
レ
ダ
の

上
流
に
あ
る
チ
ャ
マ
コ
コ
族
と
は
少
し
違
い
、
こ
こ
に

し
か
い
な
い
、
唯
一
の
部
族
で
す
。
村
の
責
任
者
に
よ

れ
ば
、
人
口
は

六
十
世
帯
、
二

百
名
余
り
。
学

校
は
小
学
校
だ

け
が
あ
り
、
生

徒
数
は
七
十
人

程
度
。
最
近
よ

う
や
く
政
府
が

学
校
を
建
て
て

く
れ
、
今
年
州

知
事
な
ど
が
来

て
開
所
式
を
す

る
と
の
こ
と
で

し
た
。
」(

佐
野

氏
の
報
告
よ
り
）

オリンポで、以前に植えたニームの欠株を補う作業。3月6日マリアエレナ村の学校食堂に壁画を描く。3月8日

皆で養殖池から取り出したパクーを手に。3月13日 GPAがチャーターした観光船がレダに到着。3月10日

レダ基地スタッフに見送られて出港。3月15日

レティロの養豚場を見学する。3月11日 豚ランドにて。3月11日 カピバラたちは、よく人に懐く。3月11日

GPAの若者たち



レ
ダ
で
の
感
想

二
〇
一
九
年
三
月
十
四
日

諏
訪
泰
弘

★
全
体
的
な
感
想：

行
っ
て
良
か
っ
た

で
す
。
先
輩
の
方
々

の
内
的
姿
勢
、
自

然
界
で
の
生
活
、

釣
り
や
養
豚
な
ど
、

日
本
で
は
で
き
な

い
体
験
を
し
、
感

じ
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

★
特
に
心
に
残
っ

た
こ
と：

毎
朝
早

く
か
ら
夕
方
ま
で
、
昼
は
30
℃
超
の
屋
外
で
、
青
年
た
ち
以

上
に
働
く
先
生
方
は
、
と
て
も
60
～
70
代
に
は
見
え
ま
せ
ん
。

自
分
た
ち
が
辛
く
、
休
み
た
い
時
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、

先
生
方
の
姿
を
見
て
自
分
の
想
い
を
越
え
、
が
ん
ば
る
こ
と

が
で
き
た
日
が
何
度
も
あ
り
、
と
て
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

★
意
外
だ
っ
た
こ
と
、
い
や
だ
っ
た
こ
と：

朝
礼
の
担
当
を

青
年
も
や
っ
た
こ
と
で
す
。
朝
礼
の
担
当
者
は
、
訓
読
す
る

箇
所
を
前
の
日
に
三
回
読
ん
で
お
き
、
全
員
の
前
で
感
想
を

言
う
の
で
す
が
、
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

感
想
の
レ
ベ
ル
も
日
に
日
に
上
が
り
、
寝
る
時
間
も
三
回
読

む
と
か
な
り
短
く
な
り
ま
す
。
最
初
は
か
な
り
き
つ
か
っ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
は
先
生
方
も
同
じ
で
す
し
、
朝
礼
を
す
る

の
に
も
強
い
責
任
感
が
伴
い
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。
で
も
慣
れ
な
い
と
い
や
に
な
る
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

★
レ
ダ
で
担
当
し
た
こ
と：

養
豚
と
動
物
の
餌
や
り
で
す
。

九
月
二
十
日
か
ら
三
月
十
一
日
ま
で
、
私
の
メ
イ
ン
の
仕
事

と
し
て
担
当
し
ま
し
た
。
二
月
～
三
月
に
か
け
、
上
山
先
生

が
不
在
だ
っ
た
期
間
は
、
伊
達
先
生
と
一
緒
に
、
従
業
員
一

人
一
人
に
給
料
を

手
渡
し
で
支
払
う

こ
と
の
手
伝
い
と
、

毎
朝
従
業
員
食
堂

と
大
食
堂
の
二
か

所
に
食
材
を
届
け

る
大
和
田
先
生
の

仕
事
も
手
伝
い
ま

し
た
。
私
が
餌
や

り
を
し
た
動
物
は
、

犬
、
猫
、
ア
メ
リ

カ
レ
ア
、
七
面
鳥
、

豚
な
ど
で
す
。

★
評
価
と
教
訓：

養
豚
に
つ
い
て
は

中
田
所
長
か
ら
、

青
年
の
中
で
は
今
ま
で
で
一
番
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
と
褒
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
作
業
は
、
豚
へ
の
給
餌
と
屠
殺

な
ど
で
し
た
が
、

自
分
が
最
も
心
を

尽
く
し
て
行
っ
た

の
は
、
レ
テ
ィ
ロ

と
豚
ラ
ン
ド
と
コ

ラ
ー
ル
の
掃
除
で

す
。
中
田
所
長
は
、

三
日
に
一
度
掃
除

し
ろ
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。
そ
れ
は

文
先
生
夫
妻
や
貴

賓
が
訪
問
さ
れ
た

時
に
、
レ
ダ
を
素

敵
な
場
所
、
き
れ

い
な
と
こ
ろ
と
感

じ
て
も
ら
う
た
め
の
心
づ
く
し
で
あ
り
、
理
想
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
と
同
じ
よ
う
に
、
赤
ち
ゃ
ん
が
ハ
イ
ハ
イ
で
き
る
基

準
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
中
田
所
長
が
来
訪
者
を
連
れ
て
、

豚
の
施
設
を
自
ら
案
内
し
た
時
に
、
今
ま
で
で
一
番
き
れ
い

で
、
し
か
も
「
学
校
に
集
ま
る
」
習
慣
な
ど
、
豚
の
生
活
管

理
も
徹
底
し
て
行
っ
て
い
た
の
で
、
良
い
評
価
を
も
ら
い
ま

し
た
。
ま
た
教
訓
と
し
て
は
、
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
自
分

の
心
も
掃
除
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
こ
に
喜
び
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
に
行
っ
て
も
継
続
し
ま
す
。

★
こ
れ
か
ら
の
決
意
と
抱
負：

レ
ダ
で
の
朝
礼
と
訓
読
の
時

間
と
を
日
本
で
も

継
続
し
、
今
ま
で

以
上
に
頑
張
り
ま

す
。
日
本
で
の
研

修
や
運
転
免
許
取

得
な
ど
を
進
め
な

が
ら
、
ま
た
二
年

後
に
レ
ダ
へ
一
年

間
行
き
た
い
で
す
。

で
き
れ
ば
家
庭
出

発
の
た
め
の
一
年

間
の
訓
練
と
し
て
、

結
ば
れ
た
人
と
行

き
た
い
で
す
。

★
意
見
と
提
案：

青
年
は
、
男
女
を

問
わ
ず
、
一
人
だ

け
で
行
く
こ
と
は

お
奨
め
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
レ
ダ
の
先
生
方
は
青
年
が
来
る
と
喜
ば
れ
ま
す
が
、

協
調
性
の
な
い
人
は
話
が
別
で
す
。
レ
ダ
で
中
・
長
期
に
活

動
す
る
人
は
、
ま
ず
最
初
に
四
十
日
間
の
釣
り
を
す
る
こ
と

と
、
資
料
室
の
ビ
デ
オ
を
視
聴
す
る
こ
と
も
、
青
年
た
ち
に

お
伝
え
く
だ
さ
い
。
レ
ダ
開
拓
二
十
周
年
の
行
事
や
放
流
式

な
ど
で
も
、
青
年
た
ち
が
歌
や
ダ
ン
ス
を
事
前
に
練
習
し
て

お
け
ば
、
レ
ダ
の
先
生
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ゲ
ス
ト
の
方
々
が

と
て
も
喜
び
ま
す
の
で
、
皆
様
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

諏
訪
泰
弘
君
と
米
田
義
明
君
が
レ
ダ
か
ら
帰
国

去
る
三
月
十
三
日
、
レ
ダ
基
地
で
中
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
奉
仕
活
動
を
し
て
来
た
諏
訪
泰
弘
君
と
米
田
義
明
君
が
、

元
気
よ
く
日
本
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
二
人
は
さ
っ
そ
く
当

会
の
事
務
局
に
来
て
帰
国
報
告
を
し
ま
し
た
。
そ
の
感
想
文

を
、
順
次
掲
載
し
ま
す
。
今
回
は
諏
訪
君
の
感
想
文
で
す
。

な
お
、
こ
の
両
名
の
よ
う
な
、
レ
ダ
基
地
で
の
活
動
の
体

験
者
に
は
、
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
・
ワ
ン
デ
イ
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い

て
も
体
験
談
を
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

レダの大食堂にて、諏訪泰弘君。

豚の世話に毎日心を込めて、喜びを感じながら。

訪問者たちにも大人気の豚ランド。

レダ基地で活動する青年たちと共に。左から2人目が諏訪君。



「
最
近
の
極
端
な
気
象
」

|

地
球
温
暖
化
と
の
戦
闘
状
況
|

三
月
三
十
日
（
土
）
午
後
一
時
半
よ
り
、
川
崎
市
の
大
山

街
道
ふ
る
さ
と
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
24
回
環
境

問
題
研
究
会
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
東
京

大
学
名
誉
教
授
で
工
学
博
士
の
山
本
良
一
先
生
。
テ
ー
マ
は

「
最
近
の
極
端
な
気
象
」
で
、
45
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

山
本
先
生
に
は
、
温
暖
化
地
獄
三
部
作
な
る
代
表
的
著
書

が
あ
り
ま
す
。
①
「
温
暖
化
地
獄
|
脱
出
の
シ
ナ
リ
オ
|

『
予
測
』
を
超
え
る
『
現
実
』(

2
0
0
7

年)

」
②
「
温
暖
化
地

獄V
e
r
.
2

|
温
暖
化
は
気
候
の
激
変
を
起
こ
す
テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト(

臨
界
点)

を
す
で
に
超
え
て
し
ま
っ
た
か
も
知
れ

な
い
！(

2
0
0
8

年)

」
③
「
残
さ
れ
た
時
間
|
で
き
る
！

C
O2

25
％
削
減(

2
0
0
9

年)

」(

い
ず
れ
も
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
刊)

講
義
は
、
穏
や
か
な
口
調
の
中
に
、
ど
ん
な
に
不
都
合
な

真
実
で
あ
っ
て
も
、
率
直
に
問
題
の
本
質
を
提
示
し
、
待
っ

た
な
し
の
現
実
を
希
釈
す
る
こ
と
な
く
、
誠
実
に
語
ろ
う
と

す
る
山
本
先
生
の
気
概
に
満
ち
た
も
の
で
し
た
。

ま
ず
初
め
に
「
持
続
可
能
な
開
発
」
の
再
定
義
を
紹
介
し

ま
し
た
。
従
来
の
定
義
で
は
「
将
来
の
世
代
の
欲
求
を
満
た

し
つ
つ
、
現
在
の
世
代
の
欲
求
も
満
足
さ
せ
る
よ
う
な
開
発：

世
代
間
の
公
平
性
と
世
代
内
で
の
公
平
性
と
が
要
件
」
だ
っ

た
の
を
、
「
現
在
お
よ

び
将
来
の
世
代
の
人
類

の
繁
栄
が
依
存
し
て
い

る
地
球
の
生
命
維
持
シ

ス
テ
ム
を
保
護
し
つ
つ
、

現
在
の
世
代
の
欲
求
を

満
足
さ
せ
る
よ
う
な
開

発
」
と
し
ま
す
。

次
に
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
に
よ
る
講
義
項
目

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
化
石
燃
料
を
す
べ
て

燃
や
し
尽
く
し
た
場
合
、

大
気
中
のC

O
2

濃
度
の

完
全
な
回
復
は
40
万
年

後
以
降
に
な
る
。
次
の

氷
期
は
こ
の
残
留C

O
2

の
た
め
訪
れ
な
い
！
」

「(

昨
年)

七
月
こ
ん
な

会員種別
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に
凄
か
っ
た
、
猛
暑
・
豪
雨
、
記
録
ず
く
め
」
で
は
、
豪
雨

に
よ
る
死
者
数
、
熱
中
症
搬
送
者
数
、
台
風
12
号
の
逆
走
ほ

か
、
世
界
各
地
の
巨
大
災
害
の
例
を
多
数
挙
げ
、
「
こ
れ
が

地
獄
で
な
く
て
何
だ
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
も
語
ら

れ
ま
し
た
。
「
世
界
で
同
時
に
観
測
さ
れ
た
異
常
気
象
」

「
危
険
な
熱
帯
低
気
圧
が
世
界
で
九
個
同
時
発
生
（
昨
年
９

月
14
日
）
」
（
中
略
）
「
こ
の
ま
ま
で
は
『
温
室
地
球(

H
o
t
-

h
o
u
s
e

E
a
r
t
h
)

』
に
な
る
」
「1

.
5

～2

℃
の
温
暖
化
で
氷
床

『
回
復
不
能
』
の
恐
れ
|
パ
リ
協
定
の
シ
ナ
リ
オ
に
警
鐘
論

文(

昨
年
11
月
13
日

A
F
P

ニ
ュ
ー
ス)

」
な
ど
、
最
新
の
衝
撃

的
報
道
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
。
ま
た
「E

S
L
D

（
警

告
主
義
だ
と
非
難
さ
れ
る
こ
と
を
用
心
し
す
ぎ
て
、
発
言
が

超
保
守
的
な
態
度
に
な
る
問
題)

」
に
つ
い
て
も
触
れ
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
警
鐘
的
内
容
に
続
き
、
「
壊
滅
的
な
気
候

崩
壊
は
近
い
が
、
ま
だ
道
は
あ
る
。
直
ち
に
行
動
を
起
こ
せ
」

と
訴
え
ま
す
。
「
循
環
経
済
は
気
候
緩
和
の
強
力
な
力
」

「(

気
温
上
昇)
1
.
5

℃
以
下
に
抑
制
す
る
た
め
に
必
要
な
巨

額
投
資
」
「
温
室
効
果
ガ
ス
の

除
去(

研
究
機
関
お
よ
び
除
去

を
扱
う
企
業)

」
「
Ｅ
Ｕ
、
温

暖
化
ガ
ス
新
目
標
|2

0
5
0

年
ま

で
に
『
実
質
ゼ
ロ
案
』(

日
経

昨
年
11
月
29
日
夕
刊)

」
「
世

界
の
ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト(

化

石
燃
料
か
ら
の
投
資
撤
去)

運

動
の
拡
が
り
（
世
界
各
地
の
宗

教
者
、
自
治
体
、
学
者
、
大
学
、

若
者
、
子
ど
も
な
ど
に
よ
る
）
」

と
、
多
く
の
具
体
例
を
紹
介
。

講
義
の
終
了
後
、
参
加
者
か

ら
活
発
な
質
問
が
続
き
、
そ
の

一
つ
一
つ
に
、
山
本
先
生
が
真

正
面
か
ら
回
答
し
、
解
説
を
付

け
加
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

最
後
に
参
加
者
全
員
で
山
本
先

生
と
共
に
記
念
写
真(

上)

を
撮

影
し
、
和
や
か
に
閉
会
し
ま
し

た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
環
境
問
題
研
究

委
員
会
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
を
お

待
ち
く
だ
さ
い
。
（
小
田
記
）
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語る山本良一先生

山本良一先生と共に。3月30日


